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2021年度冬季需給バランスのkWモニタリングについて
（報告）

2021年 9月22日

調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 事務局

第65回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会 資料３



2需給ひっ迫に向けた対応とkWモニタリングの位置づけ

◼ kWモニタリングは、需給ひっ迫に至らないようにするための取り組み（防止）として、需給検証報告後の状況、気象
予測変動等による電力需給変化を考慮した需給バランス・広域予備率を確認するとの位置づけ。（今夏より試行的
取り組みを開始）

◼ 今冬においても本取り組みを継続し、12月初～2月末の期間を対象に実施する予定。

◼ 本日は今夏の取り組みの中で出た課題共有とともに、冬季に向けた見直しの方向性についてご報告するもの。

4か月~2か月程度前
需給検証

kWモニタリング
1か月~1週間前

「電力需給がひっ迫することはないのか」、「安定供給が確保
できているか」ということを正しく発信するため、最新の気象予
報に基づく需要見通しや供給力増減等の変化も加味しつつ、
週単位でのkWの需給バランスを予備率として評価する

2週間前

kWh余力率管理2か月前
4か月~2か月程度前

kWhモニタリング

需給検証
kWhバランス評価

目的
リスクシナリオを踏まえた見通しを示すことで発電事業者や小売電気
事業者などに適正な供給力（kWh）確保や余力の管理を促す

kWh不足が生じた場合に、国、広域機関、一送
が需給対策を講じるための指標を定め、確認する

目的

kWh

kW

電力需給検証報告書では過去10年の中
で最も猛暑だった年度並みの気象を前提と
した需要での需給バランスkW評価を行う



3（参考）2021年度夏季における電力需給確認の試行的な取り組みについて

◼ 第62回委員会（2021.6.18）にて報告のとおり、本機関は今夏の電力需給についてkW面・kWh面での確認
（モニタリング）を試行的に行い、確認結果を本機関Webサイトで情報発信中。

◼ kW面については、長期レンジ（1ヶ月から2か月先の月別バランス）・短期レンジ（１ヶ月程度先までの週別バラ
ンス）にて需給バランスを確認。

出所）第62回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料7（2021年６月1８日）
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_07.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_07.pdf


4（参考）当機関ホームページでの公表

（短期レンジ）（長期レンジ）

◼ 当機関ホームページにモニタリング結果を掲載（全5回）

➢ 7/８、7/15、7/30、8/13、8/27（※）

※需給検証報告においては、過去 10 年の中で最も猛暑だった年度並みの
気象を前提とした需要での需給バランスを9月前半までの期間にて確認してい
る。今夏の kW 面からの確認においても、9月の第3週目までの期間において、
全国で安定的な電力供給に必要な目安となる予備率 3% を確保できてい
ることを確認できたことから、2021年8月27日時点の確認をもって終了。



5今夏の試行的な取り組みを踏まえた課題

◼ 2021年度夏季においては、厳気象H1需要に対して予備率3%の基準は満たすことが確認できたものの、
供給計画で確認している広域的な予備率8%を下回っていること等から、電源トラブル等により需給バラ
ンスが悪化する場合に備え、電力需給確認の試行的な取り組みの一つとして、kW面からの電力確保状
況の確認（kWモニタリング）を行った。

◼ 今回、この試行的な取り組みの振り返りを行う中で、以下の２つの課題が顕在化した。

◼ 今夏では、kWモニタリングを行う期間で一律に猛暑H1需要を使用。

◼ モニタリング期間の始期では、現実の需給状況よりもはるかに厳しい評価となった。

◼ 今冬の対象期間にも、H1需要発生の可能性が必ずしも高くない週も想定されるため、リスクケースとして
の需要の想定方法について見直しが必要。

課題①（需要の想定） ※次ページ以降で詳述

課題②（評価・更新のサイクル）

◼ 今夏の確認は前月末、当月中旬の月2回の頻度で評価・公表。

◼ 他方、大規模な計画外停止等が発生した場合、広域予備率に影響を及ぼす可能性もあり、追加で評
価・公表することも必要。（今夏も計画外停止情報等を日々追っていたが、特段、広域予備率に大き
な影響を与える事象はなし。）



6今夏の試行的な取り組みを踏まえた課題

◼ 課題①（需要の想定）
• 今夏のkWモニタリングでは、需要を常に猛暑H1需要として設定し、猛暑H1需要と、各週の供給力

の情報から需給バランスの評価を行った。
• 他方、特にkWモニタリングを行う期間の始期や終期においては、一般に高需要とならないことが予想

され、予め発電設備等の停止作業が入るなど供給力が低下しており、H1需要想定を使うことで現
実の需給状況よりもはるかに厳しい評価となった。

• 同様に、冬季にて各週一律でH1需要想定を使った場合には現実の需給状況と乖離した評価となり、
誤ったメッセージとなる懸念がある。

• 従って、今冬の始期や終期の需要想定はH1需要ではない別の需要想定（過去実績等、詳細検
討中）を利用したリスク評価を行う必要がある。

←    7月 →

H1需要が発生する可能性のある期間梅雨期間

←       8月 → ←       9月 →

H1需要

今夏の週別における需要パターンのイメージ

←    12月 →

H1需要が発生する可能性のある期間

←       1月 → ←       2月 →

H1需要

今冬の週別における需要パターンのイメージ

別検討需要



7
（参考) 今夏における課題①の事例（7月第3週の需要）

◼ 今夏の7月第3週におけるkWモニタリング（H1需要を適用）の広域予備率は4.0%となった。

◼ 他方、至近の気象予測から想定した需要（通常需要ケース）に基づく広域予備率は17%以上であり、
現実の需給状況よりもはるかに厳しい評価となった。

◼ この原因は、梅雨明け前で需要が低調であったことや、7月第4,5週の梅雨明けの高需要に備え、第3
週までに定期点検などの補修が完了する電源が多かったことから、供給力が減少していたこと等が影響。

◼ なお、7月第3週のモニタリング結果の公表にあたっては、誤ったメッセージとならないよう通常需要のケース
も同時に示すとともに、需給状況に関する補足説明を記載した。

出所）kW面からの電力確保状況_（2021年7月8日時点）
https://www.occto.or.jp/oshirase/shiji/files/kW_denngenkkuho.pdf

https://www.occto.or.jp/oshirase/shiji/files/kW_denngenkkuho.pdf


8今夏の試行的な取り組みを踏まえた対応方向性（詳細次回報告）

◼ 課題に対する見直しの方向性

➢ 「電力需給がひっ迫することはないのか」、「安定供給が確保できているか」ということを正しく発信する
ためには、対象期間一律にH1需要を適用して、誤ったメッセージ発信となることを避け、過去の実績
とも照らし合わせて、公表する時点で需給ひっ迫の可能性を示せるように見直す。

＜課題①（需要の想定）について＞

➢ 対象期間一律にH1需要に置き換えるのではなく、過去実績にて月別最大需要発生頻度が少ない
週（例えば12月第１週、第5週、2月末）は、H1需要を適用せず、実績を踏まえた需要を新たに
設定し、確認する。

＜課題②（評価・更新のサイクル）について＞

➢ 公表後に新たな計画外停止が発生した場合には、これまで通り供給力を都度再評価し、再評価の
結果、広域予備率が8%未満のエリアが確認できる場合には、需給バランスとともに追加分析し更新
する。


